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三
方
よ
し
の
『
あ
き
ん
ど
精
神
』、
行
政
と
連
携
し
社
会
に
貢
献

熊
本
流
通
団
地
協
同
組
合

テ
ー
マ

地
域
連
携
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開

　
先
行
開
始
し
た
組
合
独
自
の
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
を
強
み
に
、行
政

の
公
用
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事

業
を
組
合
子
会
社
で
受
託
し
、組
合
事

業
と
共
に
運
営
し
て
い
る
。

背
景
と
目
的

事
業
・
活
動
の
内
容

　 熊本流通団地協同組合

住　所：〒862-0967
	 熊本県熊本市南区流通団地1-24
　　　　（流通情報会館２階）
設　立：昭和61年12月
出資金：673,190千円
電　話：096-377-2600
業　種：卸売業・運送業
組合員：90人
組合専従者：―

　

熊
本
県
に
お
け
る
代
表
的
な
流
通
団
地
、

そ
し
て
、
子
会
社
と
し
て
「
熊
本
流
通
団

地
株
式
会
社
」
を
有
し
、
現
在
も
成
長
し

続
け
て
い
る
団
地
協
同
組
合
で
あ
る
当
組

合
で
は
、
組
合
員
か
ら
賦
課
金
収
入
だ
け

で
な
く
、
共
同
経
済
事
業
と
し
て
安
定
的

な
収
入
を
確
保
す
る
事
業
を
模
索
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
組
合
員
へ
の
還
元
も
図
れ
る

団
地
内
の
組
合
員
を
対
象
に
し
た
「
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
」
に
着
目
し
、
組
合
内

に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
新
規
事
業
検
討
委

員
会
」
に
諮
っ
た
後
、
調
査・研
究
を
行
い
、

平
成
２3
年
４
月
よ
り
乗
用
車
３
台
で「
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
」
を
開
始
し
た
。

　
「
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
」
は
、
組
合

の
子
会
社
で
あ
る
「
熊
本
流
通
団
地
株
式

会
社
」
を
事
業
主
体
と
し
、
予
約
の
受
付

や
車
の
管
理
は
子
会
社
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
係
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業

推
進
体
制
は
、「
組
合
の
直
接
事
業
、
員
外

利
用
」
の
制
限
は
受
け
ず
、
流
動
的
な
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
可
能
で
あ
り
な
が
ら
、
組
合

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
も
保
持
さ
れ
て
お
り
、
組

合
と
組
合
員
の
新
た
な
関
わ
り
方
を
考
慮

し
た
体
制
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

平
成
２5
年
２
月
に
は
、
熊
本
市
事
業
で

あ
る
「
環
境
対
応
車
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事

業
」
を
「
熊
本
流
通
団
地
株
式
会
社
」
が

受
託
し
、
全
国
の
協
同
組
合
の
先
駆
け
と

し
て
熊
本
流
通
団
地
協
同
組
合
の
事
業
で

あ
る
「
熊
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
」
と

一
体
的
に
運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。な
お
、

予
約
や
料
金
の
決
済
な
ど
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
運
用
上
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
管
理
会
社
に
委
託

し
て
い
る
。

　

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
車
の
平
均
利
用
率

は
、
愛
用
者
は
約
50
％
、
ト
ラ
ッ
ク
は
約

30
％
で
、
事
業
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
ベ
ー
ス
で
は
２

年
目
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
損

益
（
Ｐ
Ｌ
）
ベ
ー
ス
で
は
本
年
度
に
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
組
合
員
の
中

に
は
今
後
の
事
業
利
用
を
予
定
し
、
社
用

車
の
減
車
を
実
行
し
て
い
る
企
業
も
あ
る

な
ど
、
登
録
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方
の

普
及
に
よ
り
、
車
の
保
有
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

利
用
を
損
益
分
岐
の
視
点
で
見
る
車
ユ
ー

ザ
ー
が
増
え
て
い
る
。
な
お
、
地
域
社
会

に
お
け
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
傾
向
で
、
さ
ら
に
、
社
会
貢
献
に

も
繋
が
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
組
合
と

組
合
活
動
の
認
識
が
広
が
り
、
団
地
の
価

活
動
の
成
果

値
や
存
在
感
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

全国先進組合事例


